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信者はどんな者なのか（ヨハネ10:22-36）
　今は情報の洪水の時代と言われても仕方がないほど、様々な情報があふれ飛び交っている時代です。しかし、皆さん、よく覚えていただきたいのは、それが合っているかどうかの問題ではなく。結局は最終的に神様に背いて行くようにさせるものばかりです。学校での教えであれ、マスメディアから流れる声であれ、なにかの宗教の理論であれ、すべてが最終的にはそういうものであることを覚えていただきたいと思います。それで結局、人が滅びるようにさせるものばかりです。私たちクリスチャンはこのような洪水に流されている魂を、まず自分の周辺から見るようにしなければいけないのではないでしょうか。ぜひ、そうなっていただきたいと願います。その中でクリスチャンの皆さんは改めて考えないといけないと思います。その中で地球上、一番良いお知らせというものは何なのか。なにがビッグニューズでありグッドニュースなのかという質問を、そのような状況の中で真剣に問いかけないといけないと思います。なにが一番良い知らせ、ゴスペルなのでしょうか。それこそ神様から与えられました救いのお知らせ、福音そのものではないでしょうか。それが聞こえないように、世の中には合っているか、合っていないか関係なく、様々な情報が飛び交っているということを覚えてください。情報の洪水の中でも流されず滅びることなく、本当に助かるためのよいお知らせというものが、神様が人をおつくりになり、人を祝福したにもかかわらず、人が罪を犯してその神様から離れることによって滅びるしかない運命に捕らわれるようになりました。しかし、愛にあふれる神様なので、そのまま滅びる人をほっておかないで、キリストを約束し、キリストをとおして滅びる罪人である人々を助け出し救われることを約束し、実際にそれが成就しキリストがこの世に来られて救いのすべての神のわざを成し遂げられたこと、それが良いお知らせです。ですから、そこに希望があります。そのキリストが実は2000年前に処女マリヤから生まれ十字架にかけられ、そして、3日目にお墓の中からよみがえられて今も生きていらっしゃるイエス様こそがキリストだと言うのが良いお知らせです。それで、だれでもこのイエスをキリストとして、救い主として信じ受け入れることがあればその人は救われます。その人の人生は変わります。その人には真の幸せが訪れてきます。その人は今までどうにもならないように束縛され縛られていた滅びの運命から解き放たれ、完璧に自由になるというお知らせが良いお知らせです。このよいお知らせが世に与えられて、神様は今も様々な手段をとおしてこの知らせを伝えていらっしゃいます。このお知らせを聞いて、この知らせを心から歓迎し「よっかった」と信じれば人生が変わるはずなのに、また、それ以外にはどこにも希望がないのに、なぜ人々は信じないのでしょうか。信じない理由はいったい何だと思いますか。私たちは信じない理由について、いろいろなことを言います。

まず、私たちも経験していると思いますが、現場で人々にこのよいお知らせをお話しますと、彼らは「クリスチャンのやることを見ると信じる気になれません。教会がやっていることや在り方などを見ると、到底、信用できないものが多いし、逆につまずくような内容が多いので信じません。行きません」という話をよく聞きます。それから、今まで先祖代々、信じていたものがあったり、また、「私たちの国、この部族では伝統的に信じる、崇拝する宗教というものがあるので、今になってそれを変えるわけにはいきません」という理由もよく聞きます。あるいは、「今私は何の飢え渇きも感じていません。私は足りています。だから、信じる理由、必要などを感じることがありません」という理由で信じない人もいます。ときには、キリストだけが救い主だというお話にひっかかって、「あまりにも独善的な内容なので、それには賛同できません」という理由もあります。それから、少し知識のある方々は「どう考えても科学とはかけ離れているような内容ばかりではないでしょうか。非科学的なので中々、そこに思いを入れると言うことはできません」という反応もしばしばあります。人が死んでよみがえられたとか、海の上を歩いたとかは話になりません。どう考えても人の慰めのための話にはなるかもしれませんが、科学的ではないのでそれに信仰を持つということまではいきません」という人もいます。信じない理由に対して様々な理由があります。それから、ある人は「私は今まで悪いことばかりしてきたのに、今信じてすべてがきれいにきよめられるというのは、どうしても納得がいかないし、自分の良心がそれを許しません。あまりにも罪多きものなので信じません。教会には行きません」という人もいるのではないでしょうか。

現に、今日の聖書の箇所、本文に出ているユダヤ人、イスラエルの人達はイエス様にこのようにお話しています。「イエス様、あなたが本当にキリストなら、ちゃんとはっきり言ってください」と。それでイエス様は何とおっしゃったでしょうか。「今まではっきりと何回も何回も言った。そして、神が伴われたというわざを見せることによって、私がキリストだといくらでも証明したでしょう。それなのになぜ信じないのか」。これはどういう意味でしょうか。ユダヤ人はイエス様のお話を聞いて、はっきりお話をしたのにその話が理解できません。よいお知らせのこの話を聞いて、中々理解できません。「話が難しいな。また分かるようにお話してください」とか、ときどき「三位一体の神様のことをどうしても理解できないから、はっきり説明してください。全部納得してから信じます」とそれが理由で信じない人も結構います。今、ユダヤの人たちは「理解できません」と言っています。それが信じない理由として取り上げられます。それで説明をまた求めます。でもイエス様はこれ以上、説明などはいらないほど全部お話ししました。だから、信じない理由は理解できないから、話が難しいから、納得していいないからではないという話をしています。信じない様々な理由があります。しかし、今日、クリスチャンである私たちが、日曜に集まりともに同じ神様を見上げて礼拝をささげている兄弟姉妹、皆さんは、本当の信じない理由について、今日こそはっきりさせないといけません。イエス様がおっしゃいました。聖書にそのように証言しています。なぜ信じないでいるのでしょうか。クリスチャンの場合、このように思う人がいます。「あの人はたぶん死んでも信じないでしょう。性格があんなに頑固で悪い人間だから信じるとは中々、信じられません」という思いをもっているクリスチャンもいます。本当にその人が頑固だから、石のように固い心、感情を持っているから信じないのでしょうか。なぜ聞いても信じないのでしょうか。イエス様は今日、はっきりと言います。「あなたがたがわたしの羊に属していないからです。私のお知らせ、私の言うことを聞きいれる耳を持つことができない」。今まで取り上げました様々な理由、それももちろん理由になるでしょうが、本当の理由ではありません。皆さん。そのようなことに惑わされてはいけません。人が悪いから信じないわけではありません。あとで申し上げますが、逆に言いますと信じている皆さんは心がピュアで善良な人だから信じたでしょうか。とんでもありません。イエス様は信じない理由をはっきりとおっしゃっています。最初からイエスの羊ではないから信じないのです。これが不思議なのです。聞く人はあまり気分がよくないでしょうが、これが事実なのです。もちろん今は信じなくてものちほど神様の時刻表になって信じる人もいます。それはまた別の話です。でも、信じないということの本当の理由は今まで申し上げました内容ではなく、イエスの羊ではないから、イエスの羊の方に属していないから信じないのだということを、今日、聖書は私たちにはっきりと教えています。それならば、イエス様を信じる人はなぜ、どのようにして信じたのでしょうか。どのようにして信じるようになるのでしょうか。信仰の本当の理由はどこにあるのでしょうか。皆さんはどのようにして、なぜこの良いお知らせを聞いてイエス様のことを救い主として心に信じる気になったのでしょうか。それにはまた様々な理由があります。それを私たちはきっかけと言います。多くのきっかけがあるでしょう。人それぞれあるでしょう。特に多いのが限界を感じ、限界になるしかないなんらかの苦しみの中で、それがあったからこそこのよいお知らせにうなずいてイエス様を信じたということでしょう。今まで健康だったのに、急にどうにもならない病気にかかってしまいました。それがきっかけになって「私は病気だったのでイエス様を信じるようになりました」とか、また、ある人は今まで自分が理想としていた家庭を目指して頑張っていたのに、それとは裏腹に、家庭がぐじゃぐじゃになって家庭内の家族関係にひびが入ってしまい、それに耐えられないという状況になったときにイエス様を信じる気になり信じるようになったというきっかけもあります。それが理由にもなります。ときには自分はこのような人生をということを描いて一生懸命頑張りました。それでうまく順調に、順風満帆進んで行くと思っていたのに、ある日突然、それにブレーキがかかるようなことになってしまって、そこでどうにもならない状況になり、そのときその限界をとおしてイエス・キリストを信じるようになりました。このような様々な理由があります。それが私たちが信仰を持つようになった本当の理由なのでしょうか。それはきっかけです。逆に言いますと、そのような苦しみがあるからといって皆信じるかと言いますと、一緒に涙を流してその事情を分かち合い、涙を流し感情を分かち合ったにもかかわらず、よいお知らせの話になると顔色が変わるという人も少なくありません。苦しいから皆信じるわけではありません。ある人は「私は生まれてみたらもうクリスチャンだった。それで自然に信じるようになりました」と言う人もいるかもしれません。その人はそれが信仰の理由として取り上げられるでしょう。様々なこのような理由などを全部合わせて、最終的にはその人が心に飢え渇きを覚えていて、なにかの空いている穴を埋めようとする気持ちになり探し求めていくうちに、よいお知らせと接することになりイエス・キリストを信じることができたということで、心の飢え渇きというものが信仰の理由だと思う人が少なくありません。先ほども話したように、そういう意味で信仰を持つようになった人は心が堅苦しい者でなく、なにか純粋なピュアな状態なので信じることができたと考える人もいます。
今、中国でも宣教の働きが活発に行われています。そこで宣教をなさっている方々の話の共通点はなにかというと、共産主義によって心に何の宗教に対しても理解などが最初からないので、白紙のような状態なのですいすいと入ると言います。もちろん、そうかもしれません。だから、共産主義によって心が空っぽな状態、白紙のような状態になっているのでよく信じるのでしょうか。それが理由なのでしょうか。信じることに対しての理由もいろいろな理由を取り上げていろいろ言えるかもしれません。しかし、イエス様の今日のお話によりますと、信仰の本当の理由はそのようなところにあるものではなく、その人が最初から元々、イエス様の羊だったのでイエス様の声を聞き分けることができ、イエス様に従うことができたと言われています。これが信じる理由です。なぜ信じるのでしょうか。しっかり理解できたからでしょうか。なぜ理解できるようになるのでしょうか。同じお話を聞いて、同じ釜の飯を食う人、またときには同じ親を持つ兄弟でも信じる人、信じない人がいるわけです。信じない人は心が汚いから信じないのでしょうか。理解できないから、この人は頭がきれてよく理解できるから信じるのでしょうか。イエスの羊だから、イエス様のお知らせ、そのイエス様の声を聞き分ける能力を神様が与えられます。ですから、心がピュアだからではありません。その人がイエス様の羊だからです。顔を見ると日本人は日本人、アメリカの人は白人、アフリカの人は肌色が黒です。それではどっちがどっちだかよく分かりません。それでは見分けがつきません。どこでわかるかというと、この滅びるしかない情報の洪水の中で唯一よいお知らせ、イエス様のよいお知らせを聞いて、それを聞き分ける人なのかどうかによってその人は肌色がどうなのかに関係なく、イエス様の羊なのか山羊なのかが見分けられるようになります。残念ながら、信じない人に対してはひどい話のように聞こえるかもしれませんが、どんなに頑張って、どんなにルールを守って、自分の哲学をもって人生をまじめに誠実に頑張っている人であっても、このよいお知らせ、イエス様が救い主だ、イエス様を信じる者は救われるという話を聞きわけることができない場合は、そのすべての条件と何の関係もなく「あの人は山羊か。あの人はイエス様の羊に属していないのだろうか」と見るしかありません。これが本当の理由です。今まで私たちが学校で教わって、自分なりに一生懸命磨いてきた知識や知恵などでは理解できない不思議な天の法則です。でも、本当に不思議なことに、科学やなにかによってでは、今日のユダヤ人がモヤモヤしているようにはっきりと証明できないことなのに、イエス様の羊ははっきりとそれが聞き分けられるのです。頭がいいからではありません。よく理解できるからではありません。皆さん、三位一体の神様のことを理解できますか。私は理解できません。ただ信じられます。神様は被造物ではありません。なにより神様は罪人を愛して、他には道がないので、他には救いの手がどこにもないので、キリスト、イエス、ひとり子を送ってくださり、身代わりになることによって、私たちが助かるように私たちを救われ愛されたという話はアーメンとなるのです。なぜでしょうか。性格が悪い人間でも、皆さんの過去を振り返ってみると、それぞれ波乱万丈なストーリーがそれぞれあるのではないでしょうか。それぞれカラーが皆違うのです。それにもかかわらず、皆聞き分けて、そのお知らせに対してアーメンしました。なぜでしょうか。年を取ってアーメンした者もいるし、小さいときにクリスチャンホームに生まれて自然に自分も知らないうちに「アーメン。イエスさまを信じます」と言った人かもしれません。どっちがどっちだかわかりませんが理由は一緒です。その人がイエスの羊だからです。それが共通点です。そして、その理由以外は理由ではありません。きっかけです。この部分を明確にしていないと、クリスチャンとしてももったいないことに多くの祝福を逃してしまうような困難が生じます。余計なことに神経を使い、葛藤を覚えたりすることもあるのです。そうする必要はありません。本当の理由はひとつしかありません。「あの人は絶対に教会なんかは相手にしないだろう」と思っていた人が、ある日、長老になっていたりします。なぜでしょうか。私たちの目では、外見を見るとまったくこのよいお知らせ、福音とは関係ない者のように思われていても、それは私たちの思いであって、その人はイエスの羊だったのです。イエス様の羊ならば、ある日、よいお知らせが聞こえてきて、それを聞き分けるようになり、イエス様に従うようになります。そのタイミングのために神様が人それぞれ、様々なストーリーをとおして、様々なきっかけをつくられるだけです。あまりきっかけを本物の理由としてとらえて長くそこに居座っていてはいけません。理由はきっかけではありません。だから、だれにも差別はないし違いもありません。皆、イエス様の羊なので。
それから、もう一つ今日の聖書から取り上げて申し上げますと、父なる神様が、牧者であるイエス様にお渡しになったから信じるのです。父が私に渡してくれた、私に父が遣わした者は聞き分けて信じると。それが理由です。皆さんが信じてみようかと決心したから信じるわけではありません。たとえば、ある日、ものすごい飢え渇きを覚えて信じる気になりました。「すべてを捨てて信じてみようか」という気持ちになったのも、実は神様がそのようにすべてを動かして、皆さんがイエスの羊だったからそのような祝福のタイミングを設けて与えられた結果です。ですから、ある意味、今までにあったすべてのストーリーと言うものは、これからの人生のための土台になるだけであって、あちこち捕らわれたり、あるいは未練を持っていたり、いちいち取り上げてそれにこだわったりするような項目ではありません。自由になってください。本当の理由がわかれば自由になります。本当の理由はイエスの羊だからです。父なる神様がしっかりイエス様に渡したので、それでよいお知らせが聞こえてきて「イエス様こそがキリストであり、イエス様だけが救い主だ。イエス様でなければ自分の人生に幸せも希望もありません」と信仰告白することができたのです。だから、皆さん、それがどれほどものすごく不思議な、神秘的な祝福なのかということを考えてみてください。「イエスが救い主です」と信じるようになったということは、どれほど大きいことなのか。それを馬鹿にしてはいけません。それで結論が出るのです。あとで結論のところで申し上げますが、これが信じるようになった信仰の本当の理由であれば、イエス様を信じてクリスチャンになりました。他の宗教でも信者と言いますからこんがらがってしまうので、信者という言葉を使うのにちょっと躊躇しますが、今申し上げました内容に基づいてイエス様を信じる、イエスの羊である信者。過去がどうであれ、その人の背景がどのような背景であれ、どのようなきっかけであったのかは全部無視して、このよいお知らせを聞き分けた信者ならば、信者はどのような存在なのでしょうか。そこから推論できるでしょう。それは推論ではなく聖書で教えられている事実なのですが、信者はどのような存在なのでしょうか。

まず信者と言うものはイエス様の羊です。イエス様の羊というのはイエス様が牧者であるということでしょう。自分では経験がないので、これは聞いた話なのですが、牧者と羊との関係は、いのちを担保にしていのちを守るという関係だそうです。他のいろいろな条件や理由を全部無視して、信者だと言うひとつの理由でその人はイエスさまを信じたそのときから、何があっても死ぬそのときまで、永遠に至るまでその人はイエスの羊に属しているイエス様の羊なのです。つまり、その人はイエス様がご自分の聖なる尊いいのちを担保にして罪の滅びの運命から引き上げて買い取られた尊い存在です。それがイエス様の羊と言う意味です。イエス様も今日おっしゃっているでしょう。よい牧者、まことの牧者は羊のために自分の命を捨てます。だから、私もいのちを捨てるのだと。でも、偽物はいのちを捨てるのではなく逃げてしまいます。先週の箇所でした。信者はイエス様の羊です。イエス様がその羊のためにいのちを担保にして身代わりとなってその羊を幸せな者に買い取られて変えました。そのような存在です。それでそのことをイエス様はこのように表現していらっしゃいます。私に従う者、私の羊には永遠のいのちが与えられる。信者は永遠のいのちを与えられ所有している者です。決して滅びることがありませんと言われています。そして、私の手からだれも奪い取ることができません。滅びることがなく、また滅ぼそうとしても絶対にできない存在、つまり、永遠にイエスの御手に捕らわれています。それはこの手にギリギリ捕らわれているという意味ではありません。御手に捕らわれているということは、イエス様とひとつになったという意味です。切り離すことはできません。ということで永遠に奪われることなく、この永遠のいのちを持ったまま永遠に続く、永遠に安全な存在であると宣言されています。これが信者です。信者とはだれですか。よいお知らせを聞き分けた者です。小学校しか出ていない、学校は行ったこともない、文字を一度も読んだことがない、文字を読めないと言う無知な人でも、イエス様のお知らせを聞き分けて、イエス様を信じた者は信者です。その人はイエスの羊、イエス様はその人のためにいのちを捨てた尊い方であり、永遠のいのちをもってだれにも奪われることがない、永遠に安全でありその安全が保障されている存在です。この内容は聖書66巻に数多く書かれています。永遠のいのちを与えられたということは、もうそれでおしまいなのです。天にある霊的なすべての祝福がその人のものです。神ご自身がその人の中に入って宿るようになります。永遠のいのちというものは神様ご自身を私たちに与えられたということです。それが信者です。年を取っていようが、まだ学校にも入っていない幼稚園の幼児であろうが関係ありません。よいお知らせを聞き分けた、それがどれほど大きなことであり、また奇跡なのかということを今日、聖書は私たちに教えています。イエスの羊。まぎれもないイエスの羊です。皆さんは自分で自分の人生に責任を持って生きる、そんな疲れた重荷を負って歩くような存在ではありません。牧者がしっかりいらっしゃいます。イエス様が牧者です。それでイエスの手から奪うことができないし、父の手からも奪うことができません。なぜかというと、イエス様と父はひとつだとおっしゃったのです。すると、ユダヤ人は石打にしようとしました。その理由は「神を冒とくした。人間でありながらなにがあなたは神と一緒だと言っているのか」ということでした。そのときイエス様がおっしゃいました。私たちはイエス様が神でありながら人間のために人間になられたということを信じて聞き分けるものです。科学的には証明できないし、説明不可能な内容です。ただイエスの羊はその話を聞き分けられるのですが、山羊の場合はそれが冒とくに聞こえるのです。そこでイエス様は言いました。「あなたがたがユダヤ人であれば、律法を見ると神様が神の御言葉をいただいた人に対して神々となると言ったのではないか」。それはモーセに対して神様はおっしゃいました。「パロの前であなたを神にしよう」と。モーセが神になるのでしょうか。そのような話ではありません。御言葉をいただいたというのは、全部訳して申し上げると、このイエス・キリストを受け入れたということなのです。それは神ご自身が与えられたことなので、その人が神と一緒になるから、世に対しては、暗やみの世界に対しては、サタンと悪魔から見たときには神なのです。分かりますか。それなのに、神ご自身が人間となられた、神様から直接遣わされたキリストであるイエスが神であるということのどこがおかしいのかとおっしゃっているのです。これをとおして、私たちはこのようなことが考えられるのです。信者と言うのはどのような存在なのでしょうか。イエス様は神ご自身なのに神様は肉体がありません。ただイエス様は私たちのために、私たちのサンプルとして人間の体をとってこの世に来られました。だから、人間の体をとっていらっしゃりながら神様ご自身なのです。それはこれからよいお知らせを聞き分けて、イエス様を信じているクリスチャンのひとりひとりが肉体を持っているけれども、イエス様ではないし神様ではありませんが、そのイエスを受け入れたことによってその人はサタンに対して、世に対して、暗やみの世界に対してはイエス様のように、彼らから見たときにはイエスに見えるし、神に見える存在に変わります。これを信者と言います。これはすべて霊によるお話です。イエス様は今ご自身のお話をされていました。
けれども、今日はその話ですが、聖書では信者のことをいつもそのように呼んでいます。神様は信者である皆さんを世に対して、救いが必要とされる、またこの世の中を今現在支配している空中の権威を持つ者の前では、神として皆さんを送って立てていらっしゃるということを考えたことがありますか。皆さんのことをイエス様にしか使わない言葉を使っています。王である祭司。2部の礼拝で細かく申し上げます。幕屋と神殿の話ですが、神殿はインマヌエル、神が私たちとともにおられるという意味です。つまり、キリストのことです。でも、イエス・キリストを信じて受け入れた信者に対して神殿と呼ぶと言うことがおわかりでしょうか。信者はそういうものです。あまり皆さんの肉体的な条件や外見や過去の経歴などにあまりにも惑わされ騙されないようにしてください。ここが一番肝心なところなのに、クリスチャンでありながら、ときには一生懸命主のためにという思いもあるにもかかわらず、この部分に気づいていない、この部分がよく分かっていないのでスタートになりません。神様はイエス・キリストを送ることによって、だれでもイエスを信じる者をこれから世界福音化のときまで、この地球が終わるそのときまで、世界に向かって神々として立てていらっしゃるのです。そのためにイエスを送ってくださいました。それが原理です。イエス様ご自身が最後の晩餐のときにお祈りをしました。父が私の私が父にあるように、彼らも私たちとひとつになるように、私が彼らに彼らが私に。この不思議な存在に変えられることのために、十字架で血を流され、よみがえられて、勝利の主となられて天に昇られたのです。そのときからそれが可能になるのですから。イエスのお話、イエスの声を聞き分ける。これより大切なテーマはありません。先ほども申し上げましたように、世の中にはいろいろなテーマがあり、いろいろな理論があります。でも、イエス様の声を聞き分けることより大きなテーマはありません。これに絞って集中して、皆さん自分のことも人生を考えるようにしていただきたいと願います。だから、言葉で全部表現すするのが難しいのですが、まとめると信者と言うものは一言で祝福の人なのです。幸せな存在です。元気になるから、子どもがうまく行くから幸せではありません。信者であること自体が、イエスの羊であるという裏返しです。イエスが皆さんのためにいのちを担保にされて、皆さんを買い取られました。地獄の運命から。それが幸せです。決して、これから皆さんは滅びることがないようにその御手に捕えて離すことがない、絶対に切り離すことができない安全な存在です。それが幸せです。不安にならないように。心配などしないように。自分自身をあまりにも自虐的に扱わないように。皆さんは祝福の存在であると同時に、イエスの羊であるということはこの世に生きながら、この世とは違う別の国を生きる存在であり、別の世界に入っているということです。学歴や財産や才能の程度などによって、あまりに縮まったり、皆さん自分自身を過小評価したりしないようにしてください。お知らせを、イエス様の声を聞き分けたのかどうかを基準にしてください。それでイエス様の羊なのかそうでないかを基準にしてそこをスタートにしてください。これが私たちが生きる道であり、皆さんの周りを正しく変えることができる方法です。皆さんは今同じ職場で仕事をしないといけません。家事をしないといけません。子育てもしないといけません。学校に行って勉強もしないといけないでしょう。税金も納めないといけません。それを否定するわけではありません。それにもかかわらず、皆さんはそことは別の世界、その中で牧者であるイエス様が、神様ご自身がともにおられて神様が治めていらっしゃるし、神様が保護して守り保証している世界を歩いている存在です。いつからでしょうか。イエス・キリストを救い主だと信じたそのときからです。このよいお知らせのパワーについて少し感じたでしょうか。それもいろいろなお話の中ですばらしい立派なお話だと思っているなら無理なのです。その程度ではありません。よいお知らせを聞き分けるかどうかによって、その人の存在が地獄の者なのか天国の者なのかイエス様の羊なのかそうでないのかが、そこでばれてしまうのです。その人の人生が。天国の祝福の勝利の人生なのか、運命に縛られてどうにもならない火車の中を歩くのかがそこで分かれるようになるものなのです。ぜひクリスチャンの皆さんがこのお知らせを聞き分けたどうか以外のことにあまりにも気が散っていてこだわりすぎているので、このパワーについてよく分かっていないのではないかと思うのです。そこがクリスチャンのほとんどの失敗の理由です。皆さんが悪いからではありません。ですから、今日のメッセージを気にしてよいお知らせ、イエスがキリストですというお知らせを聞き分けたのかどうかを最大のテーマにして、皆さんのすべてのこだわりをそこに集中することにしてみてください。必ず変わるでしょう。
結論を申し上げます。これからこのメッセージに基づいて、つまり、信じるか信じないかの本当の理由がなにか分かったならば、自分自身を正しく発見するための基準を一つに絞ってください。いろいろな基準を並べて、その都度、その都度、それに振り回されることなく、自分を改めて正しく発見するために基準というものがあります。それをひとつにしてください。そこがスタートです。いつもそのようにスタートしてください。イエス様の御声が皆さんに聞こえたのでしょうか。そでないのでしょうか。教会に通うからといって皆が聞こえるわけではありません。イエス様を信じたにもかかわらず、性格は変わらない。いろいろな問題がそのままあり、弱さもそのまま抱えている。関係ありません。だから、紛らわしいことは全部カットして、ひとつに絞ってください。イエス様が神様が私たちの救いのために送ってくださった救い主なのだと。それ以外には道がありません。だから、イエスを信じることによって他の条件なしでその人の人生は丸ごと永遠のいのちを持つように変わります。それで終わりであり、十分であるという話をよく聞き分けたのかどうかだけを気にしてください。それだけを基準にしてください。人が悪いかよいかなどは一切、関係ありません。どんなに私たちの基準で見て悪い人間、今現在、悪いことをたくさんそのまましでかしている者であっても、だからといって山羊だとは言えません。だからといって羊だとも言えません。イエス様の声を聞き分けたのかどうかによってそこで決まります。それが本当の理由です。理由を一つに絞ってください。その声が聞こえてきたのかどうか、信じたのかどうか、それだけを基準にしてこだわっていただきたいと思います。

そして、大切なのはそれを正しく聞き分けた方であれば、今現在もいろいろな問題などあるでしょう。けれども、そこをいつもスタートにしてください。これが人生を勝利するための法則です。中々、今までの体質によってそこをスタートにすることを邪魔されるかもしれません。だから、その場合は戦ってください。何が基準でしょうか。つまり、信者である皆さんはどんな存在でしょうか。それをどこで見わけ、どこで見ることができるのでしょうか。その基準は正しく聞き分けたのかどうかです。イエスを信じたのかどうか。信じたのであればそこからスタートしてください。「私はイエスの羊です。私は他の理由と関係なく、今幸せな者、祝福の者です」。ですから、自分の外見、他の理由を全部下して自分自身が本当に変わらない祝福のものだということに確信を持ってそれを思いきり告白してください。それがスタートです。癌にかかってもそうです。病気によって倒れたときもそうです。うまくいくときもそうです。ぜひやってみてください。もしそうでなければ、クリスチャンでありながらも、今世の中は教会もすべて思想的には支配していて、別の幸せを全部幸せだと勘違いさせるような働きをもうすでに終えています。だから、教会で「ハレルヤ」としながらも、世の中に出ていって絶対に勝つことができません。はっきりしましょう。外見や他のすべての理由を無視してひとつの理由によって自分は今もこれからもいつでも祝福の存在だと。それを思いきり告白してください。皆さんの病気が治らなくても告白してください。皆さんの子どもの問題がそのままであっても告白してください。イエスはキリストです。その戦いの時代です。少しうまく行くからとはしゃいで、そうでないからとがっかりするということでよいでしょうか。今サタンは世界のすべてのマスメディアを掌握し、生まれたときから子どもたちが神のない思想に走るように働きかけています。ある意味、悔い改める思いでこれを告白しないといけません。自分のことを馬鹿にしていたり、自分のことを心配していたり、自分のことを否定的に思ったりすることを全部悔い改めて「神様。私は他のことはよく分からなくても、他には足りないところ、みじめなところがたくさんありますが、なぜかイエスが救い主だということは隣の博士も知らないのにそれは聞き分けられました。ありがとうございます。それひとつに絞って「私はイエスの羊です。神様が私の牧者であり、私の人生はすべての問題が終わり、私は永遠に主がともにおられる神の子どもであり、幸いな者です。私は祝福のものです」と確信を持って告白し、皆さんに襲い掛かってくる不安、思い煩いをその都度、その都度、拒否してカットする戦いをやってみてください。それで、ダビデが昔、告白していた詩篇23篇が自分のものだということを改めていただきたいと思います。主は私の牧場の羊飼いである。ダビデの告白ではありません。皆さんがイエス様の羊でしょう。私には、乏しいことがありません。今日、食べ物に困っていても、乏しいことがありませんと告白しましょう。死の陰の谷を歩くことがあっても、それが義の道へと導かれる神の祝福だと告白しましょう。これを譲らないようにしてください。なにかを望む前に、このような幸いを心から噛みしめて感謝するところからスタートしましょう。そして、自分自身のことを大事に、大事にしましょう。皆さんはイエスの羊なのですから。肉体的な意味ではありません。クリスチャンが自分を大事にすれば最終的に自分の残りの生涯を一番、尊いところに方向を合わせるようになるでしょう。自分の好き勝手な好きなもののために生きることは、自分を大事にしない、自分を汚すようなことです。皆さんはイエスの羊です。ですから、残りの生涯を今も洪水に流されている多くの魂、彼らにこのよいお知らせを伝えることより大切なことはありません。それに方向を合わせるようにしてください。いつも申し上げているように、子どもが生まれる理由は何でしょう。今、時刻表なのかどうかわかりませんが、この教会は9月頃になると赤ちゃんが6人ぐらいになります。なぜ子どもが生まれるのでしょうか。福音宣教と結びつけないと皆さん失敗です。ただ子どもが生まれるからうれしいだけではすまないというのは、年よりの方々は皆、経験済みでしょう。生まれたときのうれしさなどは長く続きません。人間的なうれしさというものはこの子が濁流の洪水の中できよい者としてオンリー・イエスになり福音を伝えるものになるように、そのためであれば極端な話、たとえ障害者になってそのようなことができるのであればそれも構わないと言うぐらいの覚悟で親が祈らない限りは、胎内から赤ちゃんのときに刻印されない限りはある意味、希望ありません。なんのために生きるのでしょうか。何が幸せで何が喜びなのでしょうか。自分自身を大事にしてください。就職のために礼拝をほったらかしにするということは、別に就職をなんとかと言うわけではありません。しないといけないでしょう。自分自身を大事にしないことです。
それから、皆さん自分自身をしっかり保って覚えてください。イエスの霊が今自分の中に、聖霊が自分の内側にいらっしゃると言うことを常に覚えてひとつに集中してください。イエスの霊に自分の考え、思い、感情、すべてが満たされるように。皆さんはイエスの羊だから、イエスの霊に満たされるように許されているし、そのような特権がすでにもうある者です。ただ信じて求めればよいのです。断食をしなくても、ときによってはする必要があるでしょうが基本は信仰です。皆さん自分自身がそのような存在だと分かっていて求めるのです。世の中を生きていながらも、別の国を生きています。だから、そこは聖霊充満が注がれる国です。そこに皆さんが召されて生きています。それを求めてください。そうすると、残りの生涯、皆さんの人生の歩み、持っているも、才能、職業、すべてをとおしてイエス様のわざが、イエス様がなさることがそのまま現れます。まるで周りから見てイエス様ではないのかと勘違いされるほどの人生になります。皆さんは、信者はそのような存在です。これを握って正しい意味での祈りを始めていただきたいと思います。それが神様の願いです。何も心配しないで、何も問題ありません。
（祈り）

愛する天の父なる神様。ありがとうございます。今日もイエス様の御声を聞き分けました兄弟姉妹がともに礼拝をささげることができて感謝いたします。どうか、ひとりひとりが自分の過去や今現在の外見、条件、状況などに惑わされないで、ひとつの条件に絞って自分自身を改めて発見することができるように恵みを与えてください。ひとりひとりが肉体的に、人間的にどうであれ、それと関係なく尊いイエスの羊であり、イエス様が牧者であり、永遠のいのちをもち、この世に向かって、サタンに向かって神々となる特別な存在であることを握って聖霊充満を祈ることができるように、どうかこのメッセージを主がひとりひとりに理解させてください。感謝して、イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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